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兵庫県西部におけるイワツバメの営巣記録

武下雅文’

はじめに

イワツバメDejjco〃l"･6jcaは，わが国には夏鳥として渡来し，山地や高山の岩壁（清

棲1978)，石灰洞や溶岩洞などの洞穴にも営巣する（太田1983)．近年は平野部や市街地

にも進出し，倉庫，駅，学校などの建造物や橋桁に営巣するようになった．特に関東地方

はこのような市街地への進出が顕著である（都市鳥研究会1990)．兵庫県では日本海側の

海岸の洞穴や山間部の橋梁などに営巣するものが多いが，瀬戸内海側では営巣確認はされ

ていない（兵庫野鳥の会1990)．筆者は兵庫県西部の主要河川でイワツバメの営巣状況に

ついて1991年に予備調査を，1992年には集中的に橋梁での営巣調査を実施したので結果を

報告する．

調査地および調査方法

1992年５月中旬から10月下旬までのあいだの24日間，兵庫県西部の主要河川である千種

川，揖保川，市川の中流域から上流域とこれらの河川の支流を対象として調査を行なった．

下流域，河口域の橋梁では繁殖期にイワツバメの成鳥はまったく確認されなかったので調

査地から除外した．そして，この調査域に架橋している477橋すべてに立ち入り調査した．

桁下に営巣の認められた橋は橋の長さ，橋幅，川面より桁下の巣までの高さを測定し，記

録用紙には桁下の見取り図を作成し，巣の位置を図示した．

結果

調査した477橋のうち96橋にイワツバメの巣が認められた．壊れた巣の位置は記録した

が，営巣している巣の数からは除外した．得られた営巣数の最小はｌ巣から最大数は501

巣であった．橋の種類と営巣数との関係では，橋の構造も多様でコンクリート製のＲＣ橋

が１５２，橋の歩道部を補強するため桁下にＨ鋼を使用したＲＣ橋が136,桁下はコンクリー

トであるが橋桁が鉄製の橋が155,すべて鉄製の橋26,木橋８であった．一方，営巣して

いた96橋のうち93橋はＨ鋼を使用したＲＣ橋で，調査したＨ鋼使用のＲＣ橋136橋の68.4

％と高い利用率を示している（図１）．これまでは本調査地でイワツバメが鉄桁の橋梁に

は営巣した例は確認されていなかったが（三谷1990)，打ちこんであるボルトの突出部を

利用した23巣，鉄桁の幅の狭い底辺部の上に５巣と155橋のうちの２橋に営巣が認められ

たが，利用率は1.3％ときわめて低い．ＲＣ橋は桁下が平らなため構造上は営巣は困難で
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あるが，桁下の縦方向に帆７ｃｍ，深さ10ｃｍの７本の溝を利用した四角い54巣が認められ

た（三谷ほか1991)．ＲＣ橋への営巣はこの１例だけで，鉄製や木橋には巣は認められな

かった．

巣の位侭はＨ鋼の壁面部に集rl'し，両側の橋台と橋桁を支える橋脚の雛1ｍには通常巣は

認められない．本調査では96橋で5241巣を記録したが，橋台，橋脚部でも14橋で84巣を記

録した．また橋梁以外にも本調査域の小・中学校校舎，Ili町村役場などの人工建造物も洲

資したが，これらにはイワツバメの営巣は認められなかった．

Surveyedsites

図1．兵庫県西部で営巣のためにイワツバメに利用された橋梁の種類と数．

ＲＣ：桁ドが平らな鉄筋コンクリート橋，ＲＣ（ＨType）：Ｈ鋼で壁IIii部のある鉄筋コンクリー

ト橋，Concrete＆Iron：橋桁が鉄製の鉄筋コンクリート橋，Others：木橘・鉄製の橋．

Ｆｉｇ．１．ＴｈｅｋｉｎｄａｎｄｎｕｍｂｅｒｏｆｂｒｉｄｇｅｓｕｓｅｄｂｙＨｏｕｓｅＭａｌ､LinsinwesternHyogo
PrefecLure・

ＲＣ：Reinforcedconcretebridge，ＲＣ（ＨType)：Reinforcedconcretebridgewithll

Ｔｙｐｅｂｅａｍ,Concrete＆Iron:ReinforcGdconcretebridgewithironsidespaens，Others：

Woodenorironbridge．

考察

椛桁が鉄製の橘の営巣利用率1.3％と低いのは，巣づくりに必要な粘満ﾉ]がコンクリー

トに比べ弱いことが決定的な要因であり，構造上生じる鉄桁の底辺部を天敵のヘビが俊人

することも利州率が低い婆|火1として考えられる．Ⅱ鋼を使用したＲＣ橋の営巣が多いのは

営巣に適したコンクリートの壁而が構造上生じるためであるが，橋脚，橋台部の雛面への

営巣例は少なかった．橘梁の両側は人間が入りやすく，巣にも手の届く位侭となる椎造が

多いこと，橋脚部はやはりヘビなどの天敵の侵入が容易であることがその要因ではないか

と袴られる．
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要約

1．兵庫県西部において主要３河川の上・中流域の477の橋梁を調査し，９６の橋梁でイワツバメの営

巣を確認した．

2．営巣は桁下に壁面部があるＨ鋼を使用したＲＣ橋に股も多く集中しており，鉄桁の橋梁にはほと

んどみられなかった．

3．橋梁側面の橋台や橋脚部への営巣はきわめて少なかった．
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